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皆様の生活する上での不安や疑問を少しでも解消していただく
ための情報紙として、毎週お届けします。
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道の駅南相馬 観光交流館内
南相馬ふるさと回帰支援センター
マスコットキャラクター「のまたん」

旧警戒区域内の復旧・復興市民説明会を原町生涯学

習センターで開催しました。

市担当部課長や環境省、復興局、県担当者などが復

旧・復興の進捗状況、年末の特例宿泊、避難指示区域

解除の考え方、市民意向調査の結果などを説明し、市

民の意見を聞きました。

２４日

２５日
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平成25年度南相馬市金婚祝賀会はロイヤルホテル丸屋で開催し、半世紀をともに過ごした

63組のご夫妻が出席しました。

原発事故のあと南相馬市から新潟県新発田市に避難して

いる小中学生たちが、ふるさとへの思いを込めて書いた

メッセージが14日、南相馬市に届けられました。

このメッセージは、新潟で子どもたちの支援をしている

住民たちが南相馬市役所を訪れ、青木紀男教育長に直接、

手渡しました。

このメッセージは今後、子どもたちが通っていた地元の

小中学校に届けられます。

祝賀会では、代表して鹿島区の

遠藤薫さん・洋子さんご夫妻に賀

寿状が贈られました。

また、原町聖愛保育園児による

ダンスと鼓笛演奏、日本舞踊歌謡

舞踊小藤流の踊りが祝賀会に花を

添えました。
金婚式おめでとうございます 市民の歌斉唱

市長あいさつ 賀寿状贈呈 アトラクション１
（原町聖愛保育園）

アトラクション２
（原町聖愛保育園）

アトラクション３
（日本舞踊歌謡舞踊小藤流）

アトラクションに拍手を送る皆さん
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【福島県内市町村別】

2鮫川村6矢吹町21棚倉町84白河市

2泉崎村7金山町24桑折町100須賀川市

2天栄村7只見町25西郷村127伊達市

2国見町9磐梯町27川俣町135二本松市

3浅川町13西会津町32鏡石町307新地町

3石川町13下郷町33南会津町339会津若松市

5玉川村13田村市34本宮市566郡山市

5北塩原村13小野町37猪苗代町710いわき市

5,947合 計6古殿町16会津美里町53会津坂下町1,482福島市

2広野町6矢祭町21三春町75喜多方市1,580相馬市

人 数市町村人 数市町村人 数市町村人 数市町村人 数市町村

14,913)(11/143佐賀県11広島県37大阪府435神奈川県

14,893合 計3香川県11富山県40兵庫県500千葉県

14海外3奈良県12岡山県52愛知県509栃木県

-鹿児島県4大分県15滋賀県74静岡県680埼玉県

-宮崎県4熊本県15岐阜県78秋田県681茨城県

-徳島県4愛媛県22福井県80岩手県786東京都

-鳥取県6福岡県23沖縄県90長野県909新潟県

-和歌山県7三重県29石川県91北海道945山形県

2高知県8長崎県29青森県102山梨県2,354宮城県

2山口県9島根県32京都府235群馬県5,947福島県

人 数都道府県人 数都道府県人 数都道府県人 数都道府県人 数都道府県

2013.11.21現在 （南相馬市HPより）【都道府県別】

※南相馬市外に避難している人数南相馬市民の避難状況

南相馬市からのお知らせ

今週の番組（60分） 毎時0分スタート

※パソコン視聴・アクトビラ配信

1. オープニング&今週の番組 [0分～]

2. 市役所便り 第3回 総務部長からのお知らせ [2分～]

3. 市役所便り 第4回 建設部長からのお知らせ [11分～]

4. 歌で綴る原町第一小学校 [17分～]

5. 子宮頸がん検診のお知らせ（再放送） [27分～]

6. 市役所便り 第5回 地域医療担当理事からのお知らせ [31分～]

7. 市役所便り 第6回 企業誘致担当理事からのお知らせ [37分～]

8. ガンバレシピ第69回「具だくさんの香りみそ汁」 [40分～]

9. 求職者支援訓練のお知らせ（再放送） [50分～]

[午前9時50分～／午後3時50分～] 旧警戒区域ライブカメラ配信（5分間）

[午前10時～／午後7時～] 特番 原子力損害賠償に関する市民説明会

番組内容 [11/27～12/3]

今週は、市役所便り「総務部長・
建設部長・地域医療担当理事・企
業誘致担当理事からのお知らせ」
や原一小５年生による南相馬市
民の歌「歌で綴る原町第一小学
校」、子宮頸がん検診のお知らせ
（再放送）などを放送します。
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平成25年度個人積算線量測定（６月～８月）結果

11月26日ＨＰ更新

実施内容

放射線に対する不安軽減や市民の健康管理を図るため、個人積算線量計（ガラスバッジ）を

貸与し、外部放射線量を継続的に測定。

今年度は妊婦、子どものほか一般の希望者にも拡大して実施した。

測定期間

６月１日～８月３１日

測定者数

９,６１９人（申込者数 １１,２４７人）

【内訳】

妊婦：44人、乳幼児：554人、小学生：704人、中学生：250人、高校生：197人、一般：7,870人

実施結果

・６月から８月までの３カ月測定した個人積算線量の平均値は、０.２ｍＳｖ（測定数値は、小数

点第２位を四捨五入）

・３カ月の測定結果を年間積算線量に換算（推定）した場合、１ｍＳｖ未満となる割合は、全体

の７６.５％（７,３５７人：３カ月の計測で０.２ｍＳｖ以下の人数）

・昨年度の対象者である妊婦、子ども（高校生以下）の測定結果（平成２４年１２月～２５年２月

の３カ月）と比較すると、年間推定線量が１ｍＳｖ未満となる人の割合は、８８.３％（平成２４年

度：８４.０％）であり、増加している。

・実効線量の数値が高い人に対して測定状況の実態を確認したところ、ガラスバッジ携帯のま

まの放射線医療・健診の受診や居住制限区域内に駐車した自家用車内の放置など、一部に

不適切な測定があった。

・実効線量ごと、対象者ごとおよび居住地ごとの結果は、別表のとおり。

実施結果に対する評価等

１０月２２日に南相馬市放射線健康対策委員会を開催し、調査結果に対する評価および今

後の対応等について協議、検討を行った。

（評価）

・市内の外部放射線量値は、０.１μＳｖ／h以下の地域から２μＳｖ／hを超える地域まであるが、

測定結果のとおり、これまでの科学的知識で判断すると、ほとんどの測定者について健康に

影響が心配されるレベルの値ではない。

・測定値が高かった人については、計測が正しく行われなかった可能性が考えられるので、今

後も継続して測定するべきである。

（助言等）

・外部放射線の影響を心配するあまり、室内に閉じこもり、日光を浴びないことによる「くる病」

や「冬季うつ」など、疾病予防への対策が必要になる。

・外部放射線量を低くするためには、一日のうち長時間過ごす寝室等の放射線量を下げる、

または放射線量の低い部屋へ寝室を移すことなどが

効果的である。 次ページへ続きます

浜通り×さんじょうライフvol.1334
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個人積算線量の測定結果（平成２５年６月～８月）

【全体】

【母子（妊婦、乳幼児から高校生）と一般成人の結果】

【居住地別結果】

問い合わせ 健康福祉部 健康づくり課 ０２４４－２３－３６８０TEL
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子どもの遊び場「名称」募集

11月25日ＨＰ更新

市では、道の駅南相馬の西側、高見公園隣の原町

ふれあいドームを取り壊し、子どもの遊び場を整備しま

す。来春に完成・オープンする予定です。

この施設の名称を募集します。応募資格は問いませ

んので、お気軽にご応募ください。

募集内容

子どもの遊び場の親しみやすい名称を募集します。

※他で使用されていないものとします。

応募期限

１２月２０日（金）必着

※応募にかかる費用は、応募者の負担となります。

応募方法

必要事項を記入の上、郵便、FAX、電子メールで応募してください。

（任意様式可）

※市役所・区役所・生涯学習センターには、応募用紙と応募箱を準備しています。

また、ホームページからも応募できます。

※応募は、一人1点とします。

必要事項

(1)名称（フリガナ）、(2)名称の理由（５０字以内）、(3)郵便番号および住所、(4)氏名、(5)性別、

(6)年齢、(7)電話番号、(8)学校名と学年（児童・生徒の場合）※保育所または幼稚園に通っ

ているお子さんは、その施設名も記入してください。

賞品

最優秀賞１点・・・賞品：図書カード１万円分

優秀賞 ２点・・・賞品：図書カード５千円分

※複数の応募があった名称の場合は、抽選で決定します。

選考・発表

平成２６年１月に選考を行い、本人に通知するとともに広報紙等で発表します。

その他

・応募に必要な資格はありません。

・名称に係る一切の権利は南相馬市に帰属します。

・応募者の個人情報は、この名称募集に関する業務のみに使用します。

応募先・問い合わせ
南相馬市役所 男女共同こども課
〒975-8686 南相馬市原町区本町2-27

０２４４－２４－５２１５ ０２４４－２４－５７４０
danjokodomo@city.minamisoma.lg.jp

TEL FAX
E-mail

浜通り×さんじょうライフvol.1336
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第２６回野馬追の里健康マラソン大会・第８回ウオーキング大会

ライブ中継のお知らせ 11月26日ＨＰ更新
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みなみそうまチャンネルでは大会の模様を開会式からライブ中継します。

ぜひ、ご覧ください。

開催日時

１２月１日（日） 開会式 午前９時 ※雨天決行

雲雀ヶ原陸上競技場スタート （ウオーキング：雲雀ヶ原祭場地）

イベント等も盛りだくさんです！

※午前９時から午後０時３０分にかけて交通規制を行いますので協力をお願いします。

（交通規制については広報みなみそうま11月15日号をご覧ください。）

問い合わせ
野馬追の里健康マラソン大会実行委員会事務局・文化スポーツ課

０２４４－２４－５２１９TEL

問い合わせ 南相馬市役所 企画課 帰還支援係 ０２４４－２４－５２２３TEL

小高区から避難されている皆さんとの懇談会

南相馬市では、市外に避難されている小高区の皆さんとの懇談会を各地で開催します。

●三条市会場

日 時 １２月１４日 午後２時～

会 場 三条市総合福祉センター ３階会議室

※皆さんには個別にご案内いたします。

※新潟県内では、三条市のほか、新潟市、長岡市、柏崎市での開催も予定しています。

土
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第３回「浪江町の農業・農地を考える会」（現地視察）開催のお知らせ

11月25日ＨＰ更新

問い合わせ
産業・賠償対策課（農業委員会） 産業再生係

０２４３－６２－０１６７TEL

浪江町における農地の除染状況や農作物の実証圃等を視察し、どのように実施されている

か現場を見た上で今後の事業展開について農家の視点で意見を出し合いながら、少しずつ

でも前進させるため、下記日程で現地視察を実施します。

会には、どなたでもご参加いただけます。

（浪江町の農業、農地を考える会 世話人 亀田、神長倉、若月）

日時

１２月６日（金）

・バス利用者 浪江町役場二本松事務所 午前９時集合

・現地集合者 浪江町役場本庁舎 午前１１時集合

※浪江町役場本庁舎から参加者全員バスで行動

視察コース（予定）

浪江町役場本庁舎出発―作物現地栽培地―貴布袮（昼食）

（午前１１時） ※昼食は準備します。昼食代として３００円いただきます。

貴布袮出発―バイオマス栽培地―山本牧場周辺―モデル除染現場（井手または大堀）

（午後１時）

―高瀬（原田放牧場）―浪江町役場本庁舎

（午後３時頃）

申込期限

１２月２日（月）

会費

「浪江町の農業・農地を考える会」年会費５００円徴収します。

前回までの開催内容

第１回は、平成２５年９月７日（土）に開催して、３８人の有志が集まり、農業復興に向け活発な

意見が交わされました。また、第２回は、平成２５年１１月９日（土）に開催して、２０人の有志が

集まりました。

浜通り×さんじょうライフvol.1338

浪江町からのお知らせ
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双葉町からのお知らせ

平成２６年度双葉町職員(高校卒程度)採用候補者試験受験案内

11月22日ＨＰ更新

昭和48年4月2日
～平成6年4月1日生まれ

昭和48年4月2日
～平成8年4月1日生まれ

若干名

若干名

若干名

若干名

採用予定
人員

保健師資格免許所有者または平成26年4月までに取得
見込みの方

保健師

建築士（二級以上）の資格を有する方 ※新卒は除く建築職

土木施工管理技士（種別「土木」、二級以上）の資格を有
する方 ※新卒は除く

土木職

パソコン（エクセル、ワード）操作ができる方行政職

受 験 資 格 （学歴は問いません）職種

次ページへ続きます

募集職種と受験資格

※ただし、次のいずれかに該当する方は受験できません。

日本国籍を有しない者

成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む）

禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなる

までの者

本町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者

日本国憲法施行日以後において日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊

することを主張する政党その他の団体を結成し、またはこれに加入した者

提出書類

〇平成２５年１２月２４日(火)まで提出

・職員採用候補者受験申込書

・履歴書（市販のもの）

・誓約書

〇平成２６年１月１１日(土)まで提出

・身体検査書

・面接カード

※申込用紙は、全職種について双葉町いわき事務所総務課(２階事務室)で交付しています。

また、ホームページからのダウンロードや、郵送も可能です。

応募期限

１２月２４日（火） 受付時間: 月～金の午前８時３０分～午後５時１５分（祝日を除く）

※郵送による申込書提出の場合は、１２月２２日(日)までの消印有効
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次ページへ続きます

●論文試験
論理性、表現力をみる

●口述試験
個別面接による人物評価

●身体検査
医師発行の身体検査書を提出

●教養試験
職員として必要な一般知識および知能に

ついて、択一式による筆記試験を行う。

試験内容

平成26年
2月上旬

日時・場所など詳細は、第1次試験合格
者に通知します。

第2次
試験

平成26年
1月下旬

双葉町役場
いわき事務所
2階大会議室

平成26年1月11日(土)
午前9時～正午予定

第1次
試験

合格発表場所期日区分
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応募手続

(1) 申込用紙の請求

申込用紙は、双葉町役場いわき事務所総務課で交付するほか、ホームページからもダウ

ンロードできます。

郵便で申込用紙を請求する場合には、封筒の表に「職員採用試験申込用紙請求」と朱

書きし、１２０円切手を貼ったあて先明記の返信用封筒（角形２号:２４０ｍｍ×３３２ｍｍ）を

必ず同封し、双葉町役場いわき事務所総務課へ郵送してください。

※電話での請求はできません。

※郡山支所および埼玉支所では、交付や受け付けは行っていませんのでご注意ください。

(2) 応募方法

申込用紙に必要事項を記入して、双葉町役場いわき事務所総務課へ提出してください。

郵送する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込」と朱書きし、８０円切手を貼ったあて先

明記の返信用封筒（長形３号:１２０ｍｍ×２３５ｍｍ）を必ず同封してください。申込書は必

ず簡易書留で郵送してください。

受験票を受領したときは、最近６カ月以内に撮影した本人の写真（上半身、脱帽、正面向き、

縦６ｃｍ×横４.５ｃｍ）１枚を写真欄に貼って受験当日必ず持参してください。

※受験票がない場合、または受験票に写真が貼っていない場合は受験できません。

試験について

※ 第１次試験を受験の際は、「HB」の鉛筆と消しゴムを持参してください。これ以外の筆記用

具は使用できません。

※ 試験当日に会場へ自家用車で来られる場合は、双葉町役場いわき事務所第一駐車場へ

駐車してください。庁舎前のスペースには駐車しないでください。

※ 鉄道利用の場合の最寄駅は、植田駅（常磐線）です。駅からは徒歩５分程度です。

(注) 受験者本人、第三者を問わず、採用を有利に運ぶ目的で、便宜を図るための行為をした

場合は、受験資格を失います。また、採用後この事実が明らかとなった場合は、採用が取り消

されます。

試験結果の開示

試験の結果については、電話、はがき等による請求では開示できません。受験者本人である

ことを明らかにする顔写真入りの書類（運転免許証等）を持参のうえ、受験者本人が直接、双

葉町役場いわき事務所総務課へおいでください。
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合格者の採用

合格者は採用候補者名簿に記載され、平成２６年４月１日付けで採用された場合は、最低で

も平成２６年９月３０日までの期間は条件付職員として業務に就いていただき、適性を判断した

後各課に正職員として配属になります。したがって、正式採用は、平成２６年１０月１日以後に

なります。また、この条件付採用職員の期間に職員としてふさわしくないと判断された場合は、

正式採用されない場合があります。

給与

給与については、町の条例等により初任給が決定され、扶養手当、通勤手当、超過勤務手

当、期末・勤勉手当等が、それぞれの支給要件に応じて支給されます。

【参考】

142,500円高校卒

職歴等がある場合の初任給は、左記の額に職歴等を換算し、
調整の上決定します。

175,100円大学卒

備 考初任給学歴区分

第25回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会(ふくしま駅伝)

１１月１７日、秋晴れの中「第２５回ふくしま駅伝」が白河市総合運動公園陸上競技場から福

島県庁前の１６区間９５.１キロのコースで繰り広げられました。

早い順位でたすきをつなげようと各市町村代表の選手たちの熱い戦いが繰り広げられまし

た。

双葉町は５３チーム中４９位という結果でしたが、まとまった練習ができない環境の中、昨年

の成績を上回る結果を出すことができました。

チーム一丸となって町のたすきをつなぐ姿に、たくさんの勇気をいただきました。

選手、スタッフ、サポーターの皆さん、本当にお疲れ様でした。

また、皆さまのたくさんのご声援、ありがとうございました。

問い合わせ 総務課 ０２４６－８４－５２０１TEL
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大熊町からのお知らせ

福島第一原子力発電所の燃料取り出しに伴う大熊町内一時立入時の注意

11月21日ＨＰ更新

問い合わせ 環境対策課 ０１２０－２６－３８４４（代）

東京電力福島第一原子力発電所４号機の燃料取り出しが１１月１８日から開始されました。

この取り出し作業は､順調に進んでも２０１４年末までかかります。

燃料取り出し時のリスクについて、東京電力からの説明では発電所外への影響は少ないとの

ことですが、大震災等が発生した場合は、一時立入者に対し電話での緊急連絡ができなくな

ることが想定されます。

大地震発生時等には､速やかに避難指示区域から出てください。
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長岡市の小学生が仮設住宅を訪問しました

11月25日ＨＰ更新

新潟県長岡市の中之島中央小学校の６年生７５人が１０月２４日、会津若松市の一箕町長原

地区応急仮設住宅を訪問しました。

２００４年の「７.１３水害」と「新潟県中越大震災」で大きな被害を受け、そこから、全国から駆け

つけた多くのボランティアや支援を受け、そして何より自分たちの努力により復興した長岡市。

そこに住み、ふるさとが復興していく姿を見て育った子どもたちが、その感謝の気持ちを胸に

「復興交流会」として仮設住宅を訪れたものです。

交流会では、子どもたちが、全国からの支援に対する感謝の気持ちを表現した『結』の演舞

や合唱を披露し、その後、住宅内の一戸一戸を訪問し、手作りの凧をプレゼントしました。

また、集会所で行われた自治会長の齋藤重征さんや廣嶋公治さんからの説明では、大熊町

民の避難の現状などの初めて知る事実も多く、子どもたちは真剣に聞き入っていました。

問い合わせ 大熊町役場 ０１２０－２６－３８４４（代）



被災自治体News

福島第一原子力発電所２０km圏内の測定結果について

11月26日ＨＰ更新
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10/31

NaI9.510.610.210.010.0南約4.0km熊川50

NaI21.623.322.821.222.4南南西約3.7km熊川47

NaI4.14.44.44.44.7西南西約3.7km小入野38

IC35.532.533.634.533.9西南西約3.0km夫沢37

NaI4.34.03.94.33.9西南西約4.8km下野上36

NaI6.46.76.36.26.4西南西約6.6km野上35

NaI1.81.91.91.81.8西南西約7.5km大川原34

NaI12.913.813.213.012.2西約2.6km夫沢30

IC28.226.827.328.128.4西約2.4km夫沢29

NaI1.71.81.71.71.7西約11km野上26

NaI1.41.41.51.51.5西約14km野上25

NaI9.810.210.210.09.3西北西約2.3km夫沢23

10/2410/1710/1010/39/26
線量計

空間線量率(μSv/h)
住所(測定位置) №

線量計の種類 NaI : NaI（ヨウ化ナトリウム）シンチレータによる値 ／ IC : 電離箱による値

測定実施者：電力会社

問い合わせ 原子力規制庁 監視情報課 ０３－５１１４－２１２５TEL

町民１３０人が旧交を温めました－日赤ふるさと住民交流会－

11月26日ＨＰ更新

日本赤十字社主催のふるさと住民交流会が１０月３１日、磐梯熱海温泉ホテル華の湯で開催

され、県内外の避難先から町民約１３０人が参加しました。

この交流会は、日本赤十字社が震災前の地域住民のつながりを蘇らせる機会として催したも

ので、昨年のリステル猪苗代に続いて２回目の開催です。

開会式では、日本赤十字社福島県支部の神野幸夫総務課長が「おしゃべりやおいしい食事、

お風呂でリフレッシュしてください」とあいさつし、渡辺町長が「日頃より、物心両面の様々な形

で被災者支援にご尽力いただき、また、このような慰労と交流の場を設けていただき感謝しま

す」とお礼を述べました。

問い合わせ 大熊町役場 ０１２０－２６－３８４４（代）

参加した町民の皆さんは、久し

ぶりに顔を合わせた友人と近況

などの話しに花を咲かせていま

した。
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富岡町からのお知らせ

応急仮設住宅・借上げ住宅の適正な使用について

11月25日ＨＰ更新

応急仮設住宅・借上げ住宅は、災害で住宅を失った方に対して災害救助法によって供与さ

れています。

東京電力福島第一原子力発電所の事故においても避難指示により自宅に居住することがで

きなくなった事によってその使用が認められたものです。

したがって、応急仮設住宅・借上げ住宅については、住宅を新たに再建または取得された場

合はその使用を終了していただきます。

法律の趣旨を理解していただくとともに、住宅再建された方は「応急仮設住宅等使用終了

届」を提出してください。

届け出がない場合、応急仮設住宅の不正使用となることはもとより、借上げ住宅については

家賃が支払われ続けることとなります。

使用終了届の提出方法

問い合わせ 生活支援課 住宅支援係 ０１２０－３３－６４６６

応急仮設住宅（建設型）

借上げ住宅（みなし仮設住宅）

入居者から町生活支援課住宅支援係(または支所・出張所)へ使用終了届を提出

退去立会いを実施（町・入居者）

退 去

入居者から貸主または貸主代理(仲介業者)へ退去届を提出（退去の1か月前まで）

退去立会いを実施（貸主または貸主代理(仲介業者)）

貸主または貸主代理(仲介業者)の捺印を得て町生活支援課住宅支援係へ提出

退 去
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行くぞ！国立競技場！富岡高校サッカー部

11月25日ＨＰ更新
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いわき市からのお知らせ

東京電力への申し入れ（１１月２０日）

11月25日ＨＰ更新

【申入書の内容】

東京電力㈱福島第一・第二原子力発電所の確実な安全対策の実施

及び廃炉に向けた取り組みについて

東京電力㈱福島第一原子力発電所事故については、これまでも再三にわたり、一刻も早い

収束と福島第一原発１～４号機のみならず、県内すべての原発の廃炉を強く求めて参りました。

また、数十年に及ぶ廃炉作業期間中、多くの市民が不安を抱えたままの生活を強いられるこ

とから、「確実な安全対策を講じるよう」申入れを行って参りましたが、特に汚染水問題におけ

る相次ぐトラブルには「またか」という思いとともに市が復興に向けて、市を挙げて風評被害払

拭のため精力的に取り組み、積み上げてきたものを台無しにしかねないことや、市外で生活さ

れている方々の帰還にも大きな影響を及ぼすことから、強い憤りと危機感を感じております。

また、トラブルの原因の一つとなっている人為的ミスの背景には、「下請けに任せっ放しで、

東電が積極的に関わっていない」などの指摘もあるなど、汚染水問題に象徴される現場管理

が徹底されていない現状に、将来的にも不安を抱かざるを得ない状況にあります。

このようにトラブル続き、現場管理が不十分な状況下において、福島第一原発４号機の燃料

プールからの燃料取り出しも開始されましたが、作業が長期に及ぶことや、事故を起こした原

発としては初めての取り組みであり、市民の中に不安を訴える声も挙がっており、すべての作

業工程において、極めて慎重かつ万全な安全対策が求められます。

東京電力㈱においては、廃炉に向けた中長期ロードマップに基づく取り組みをしっかりと進

め、十分な安全確保に向け、特に次の５点について取り組むよう強く求めます。

⑴ 福島県内全ての原子力発電所の廃炉方針の決定と確実な安全対策

安倍内閣総理大臣による福島第一原発５・６号機の廃炉要請、茂木経済産業大臣に

よる福島第二原発の廃炉に理解を示す発言など、最近の動きも踏まえ、廃炉とする方

針を早急に決定すること。

また、数十年に及ぶ廃炉作業期間中、多くの市民が不安を抱えた生活を強いられる

ことから、東京電力㈱及び国の責任において、確実な安全対策を講じること。

⑵ 福島第一原発に係る汚染水漏えいの再発防止対策の早期実施

汚染水漏えいトラブルが頻発していることを踏まえ、再発防止対策の早期実施など、

確実な安全対策、監視体制の強化を図ること。
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次ページへ続きます
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⑶ ４号機燃料取り出しにおける確実な安全対策

燃料取り出しを開始した第一原発４号機については、取り出しから共用プールへの

移送作業、取り出した燃料の貯蔵・管理などにおいて、極めて慎重かつ万全な体制で

安全対策を講じること。

⑷ 現場作業員の適正な労働環境の確保

人為的ミスを未然に防止するため、現場作業員の衛生環境の充実や、賃金等の設定

も含めた適切な労働環境の整備に努めること。

⑸ 迅速かつ万全な消火体制の構築

福島第一原子力発電所敷地内での万一の火災等に備え、昼夜を問わず迅速な対応が

可能な体制を構築するなど、万全な消火体制の強化を講じること。

問い合わせ 行政経営部 原子力災害対策課 ０２４６－２２－１２０４TEL

11月23日（土/祝）ボウリング親睦会が開催されました。

当日は天候の悪い寒い日でしたが、19人と多くの方々が参加しました。

久しぶりの再会に話が弾み、一つ一つのプレーに歓声を上げたり、拍手やタッチをした

り、楽しいひと時を過ごしました。

冬の時期は、外出や運動不足になりがちです。

次回も計画中ですので、ぜひご参加ください。お待ちしております。

交流ルームひばり通信
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024-924-2491郡山市

浪江町:平石高田第二工業団地内

（二本松市北トロミ573番地）

双葉町:双葉町役場いわき事務所

（いわき市東田町2-19-4）
大熊町:会津若松市役所追手町第二庁舎内

（会津若松市追手町2番41号）

富岡町:郡山市大槻町西ノ宮48-5

市町村名 電話番号 以下の町は役場機能が移転しています。

南相馬市 0244-24-5232

浪江町 0243-62-0123

双葉町 0246-84-5200

大熊町 0120-26-3844

富岡町 0120-33-6466

川内村 0240-38-2111

いわき市 0246-25-0500

被災自治体 問い合わせ先一覧

6郡山市

1南相馬市鹿島区

5南相馬市原町区

66合 計

市町村名 世帯数

南相馬市小高区 37

浪江町 8

双葉町 4

大熊町 1

富岡町 2

川内村 1

いわき市 1

三条市に避難している
世帯数 (2013.11.27現在）

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256‐34‐5511

交流ルームひばり通信

１１月・１２月の『ひばり』

問い合わせ ０２５６－３３－８６５０

ｈｉｂａｒｉ_ｓａｎｊｏ_ｎｙｈ＠ｙａｈｏｏ.ｃｏ.ｊｐ

[開館時間] 9：30～15：00 [休館日] 火曜日・木曜日

TEL

E-mail
交流ルーム ひばり（総合福祉センター内）
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１４日１３日１２日１１日１０日９日８日

ひばり休み
浜通り配布

版画教室

１０時～
ひばり休み

ひばり
午後休み

ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

７日６日５日４日３日２日１２月１日

一時帰宅
(南相馬市)

ひばり休み
ひばり休み
浜通り配布

３０日２９日１１月２８日

★版画教室はボランティアの金子さんのご厚意で
行っています。第２･４水曜日午前１０時～正午
当日参加も歓迎です。お待ちしてます。

土曜日金曜日木曜日水曜日火曜日月曜日日曜日


